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呼吸器感 染症 に対す るTMS-19-Q・GC錠 の臨床的検討

田 村 正 和 ・後 東 俊 博 ・滝 下 佳 寛*・ 螺 良 英 郎

徳島大学医学部第3内 科
*徳 島県立中央病院内科

新 しい16員 環マクロライ ド系抗生物質TMS-19-Q・GC錠 を呼吸器感染症11例 に投与 し,そ

の臨床的効果,副 作用について検討した。対象はいずれも,軽 症から中等症の感染症例である。投

与は,1回200mgを1日3回,食 前に経 口投与 した。投与日数は5日 間から14日 間,総 投与

量は39か ら8.49で あ った。臨床効果は,11例 中8例 が有効(有 効率72.7%),1例 がやや有

効,2例 が無効であった。分離菌種では,グ ラム陰性菌が大多数を占めた。副作用は,2例 に胃部

不快感等の消化器症状が認められたが,中 止後,速 やかに消失 した。他の臨床検査成績上,本 剤に

起因すると考えられる異常値は認められなかった。

TMS-19-Qは,東 洋醸 造 株 式 会社 に よ り開発 され た,

新 しい16員 環 マ ク ロラ イ ド系抗 生 物 質 で あ る。 本 剤 は,

従 来の マ ク ロ ライ ド系 抗 生 剤 に 比 べ,グ ラ ム陽 性菌,嫌

気性菌,マ イ 「プ ラズ マ な ど で,比 較 的 良 好 な 抗 菌 力 を

示 し,ま た,血 中濃 度 も高 い と され て い る。 呼 吸 器 感 染

症に対 し,本 剤を投与 した成績を報告する。

1.対 象および方法

対象はTable 1の よ うに,昭 和57年6月 から同年12

月までの間に,徳 島大学医学部第3内 科を訪れた,外 来

患者5例,徳 島県立中央病院内科を訪わた,外 来患者5

Table 1 Results of clinical trial witｈ TMS-19-Q
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例,お よび入院患者1例 の計11例 で,い ずれも,呼 吸

器感染症例であった。男性5例,女 性6例,年 齢は30

歳か ら79歳 まで,平 均61歳 であった。11例 中,基 礎

疾患は,3例 に認められ,そ の内訳は,気 管支喘息1例,

肺気腫1例,ネ フローゼ症候群でプレドニン服用中のも

の1例 であった。

投与方法は,い ずれも,1回200mgを1日3回,食

前に経 口投与した。投与 日数は,5日 間か ら14日 間,

総投与量は3gか ら&4gで あった。

効果の判定は,自 覚症状,他 覚的所見,細 菌学的およ

び臨床検査成績などにより総合判断し,著効(excellent),

有効(good),や や有効(fair),無 効(poor)の4段 階

に分類した。

II.成 績

呼吸器感染症11例 中,有 効8例,や や有効1例,無

効2例 で,有 効以上の有効率は72.7%で あった。起炎

菌の検出された症例は5例 であ り,3例 は正常細菌叢の

み,3例 は検索が行なわれなかった。分離菌別では,正

常細菌叢以外に, I. infiuenzae, E. cloacae, A. anitra-

tus, P. mi rab i l i s, K. pneumoni ae, P. aeruginosa が

各1例 ずつ分離され,い ずれもグラム陰性菌であった。

細菌学的効果の検索 しえた ものは3例 あ り,症 例1の

H.influenzae,E.cloaoaeは ともに除菌,症 例2のA.

anitratus は除菌 症例6の K. pneumoniae は減少が

認められた。

やや有効および無効症例について述べると,ま ず,症

例4は リウマチ肺(疑 い)に 慢性気管支炎を合併した症

例であるが,咳 嗽,喀 痰の増悪を認め本剤を投与する。

各種検査成績上は変化認めないも,喀 痰量の減少,膿 粘

性疾から粘性痰への改善により,や や有効とした。症例

5は,10年 前 より慢性気管支炎にて加療中,増 悪したも

ので,本 剤投与後,自 他覚所見 改善せず,白 血球数

12,000→11,500, CRP(2+)→(2+),赤 沈43→63と

変化なく,起 炎菌 と思われるP.mirabilisは(卅)→

(+)と 減少するも無効とした。症例6は,2か 月前よ

り咳嗽,喀 痰を認め,来 院4日 前より発熱をきたし,胸

部X-P上,左 下肺野に陰影を認め肺炎と診断した。本

剤投与により,白 血球数は11,200→8,000,核 左方移動

改善,赤 沈112→72と 改善を示すも,胸 部X-P上,

陰影の増悪を認め,無 効とした。

III.副 作 用

症例4に 投与後5日 目より,胃 部不快感,食 欲不振,

症例5に 投与後10日 目より,上 腹部痛が出現するも中

止後,速 やかに消失 した。また,症 例11に 投与後,軽

度の好酸球増多が認められたが,基 礎疾患によるものと

考えられる。その他,臨 床検査成績上,本 剤に起因する

と思われる異常値は認めなかった(Table 2)。

Table 2 Laboratory findings before and after treatment of TNIS-19-Q

*: Before

**: After
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IV.考 察

我 々は,呼 吸器 感 染 症11例 にTMS-19-Q・GC錠 を

投与 した。 臨床 効 果 は,11例 中8例 が有 効(有 効 率72.7

%),1例 が やや 有 効,2例 が無 効 で あ っ た。 分 離 され

た菌種 は, H. influenzae, E. cloacae, A. anitratus,

P. mirabilis, K. pneumoniae, P. aeruginosa などグ

ラム陰性菌であり,本 来,本 剤の有効菌種でないにもか

かわらず,72.7%の 有効率が得られ たのは,軽 症の症

例が多数であったためと考えられる。また,副 作用 とし

て,胃 部不快感などの消化器症状が,2例 に認められた

が,本 剤中止とともに速やかに消失 した。臨床検査成績

上,明 らかに本剤に起因すると思われる異常は認めなか

った。
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The clinical effect of TMS-19-Q•EGC tablet, a new macrolide antibiotic, was studied in 11 patients

with respiratory tract infections. Three patients had various underlying diseases.

The drug was orally administered for 5•`15 days at the daily dose of 600mg. Total dosage was 3

8. 4g. Clinical efficacy was observed in 8 and the rate of effectiveness was 72. 7%.

Almost all of isolated organisms were grain negative. In two patients, upper abdominal pain and

anorexia developed, but subsided following cessation of the therapy. No laboratory abnormalities

were observed.


